
本日の講演内容 (第1部)

1. 秋田県の現状紹介

2. 人材育成・産学官連携における課題

3. 秋田高専の共同教育事業に期待するもの

3-1 「人ネットワーク活用による地域イノベーション」

に関する組織整備と人材の育成

3-2 地域のリーダとなる人材の育成

秋田県企画振興部学術国際局
学術振興課

研究推進監 有明 順

平成26年11月15日
秋田高専 第3回共同教育研究会
~共同教育事業で秋田を元気に！~

人ネットワークを
秋田の元気の素にするために



自己紹介

現在，秋田県庁・学術振興課で携わっている業務

* 公設試験研究機関の各種評価

* 産学官連携の推進 (支援，コーディネート関連業務)

* 科学振興

* (県内高等教育機関の支援)

前職，秋田県産業技術センターで携わった業務

* 研究業務

* 産学官連携の推進 (各機関との共同研究，技術移転)

* 研究管理
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秋田県の現状

【一次産業】 農林水産業

・米の生産調整廃止 ・・・コメ偏重からの脱却
・TPP問題
・自給率目標下方修正

【二次産業】 鉱工業

・新しい技術に挑戦する企業 (研究開発型・ベンチャー)が少ない
・下請け体質 (言われるまま) ・・・付加価値額・付加価値生産性が低位

【三次産業】 サービス・観光

・ 消費者ニーズに対応した観光地づくり，受入体制が不十分
・ 食品製造出荷額が東北最下位
・ 高速交通網の整備，韓国への定期航空便の中断 (現在は来年3月まで運行)

・ 2040年の秋田県の総人口70万人，65歳以上人口の割合 ・・・43.8% (日本一)
(国立社会保障・人口問題研究会 平成25年3月)

・ 2040年に20~39歳女性が半減する自治体の割合 ・・・96% (日本一)
(日本創成会議・人口減少問題検討分科会提言 平成26年5月)

人口減少・超少子高齢化
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・ ロケット研究 ・・・秋田宇宙開発研究所 (秋田大学・県内企業)

秋田県の最近の明るい話題

地域ブランド化の推進
産学官連携 (農商工連携、医工連携、食農観連携、6次産業化・・・) 4

・ 医工連携商品の上市 (秋田大学・産業技術センター・県内企業)

・ 義平福 (種雄牛)の産出 (畜産試験場)

・ 発酵技術 ・・・秋田白神こだま酵母、「秋田蔵付分離酵母」純米酒シリーズ化

(総合食品研究センター・県内企業)

・ 小中学生の学力7年連続日本一

・ 秋田舞妓

・ 国際教養大学がスーパーグローバル大学に採択

・ 秋田大学が国際資源学部を新設

・ 豊富でバランスの取れたエネルギー産出 (秋田県は電力移出県)

(火力・石炭火力発電に加え，(洋上)風力発電，太陽光発電，地熱発電，(小)水
力発電，バイオマス発電．さらに，シェールオイル，メタンハンドレートも)

・ 全日本学生室内飛行ロボットコンテストで毎年上位入賞 (秋田高専)

・・・

・ 医工連携商品の上市 (秋田大学・産業技術センター・県内企業) (2014.5)

・ 義平福 (種雄牛)の産出 (畜産試験場) (2012.10)

・ 小中学生の学力7年連続日本一 (2014.8)

・ 全日本学生室内飛行ロボットコンテストで毎年上位入賞 (秋田高専)



雇用創出，場の創出

・ 働く場

・ 暮らす場

我々の立場から

・ 科学技術系人材育成

・ 産学官連携

我々は何をすべきか

秋田県の 現状
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秋田県の明るい話題

秋田を元気にする



「人口減少時代における地域づくりの課題と展望」

大西隆先生 (豊橋科学技術大学学長，第23期日本学術会議会長)
@第9回ほくとうトップセミナー(2014年10月28日平成26年度北海道東北地方知事会議翌日)

人口減少時代
適応策 ・・・ 技術立国の原点にかえる

* 基礎研究・応用研究 →  橋渡し → 実用・産業化
・基礎から産業化までを対象にした地域産業・雇用政策
・地域の範囲を超えてダイナミックな展開，国際化

地方圏の振興

* 国内外の市場でいかに競争力を確保するか．
* 技術立国・・・ 産学連携で，技術革新による競争力確保
* 研究開発大学 ＋ 橋渡し研究機関 ＋ 企業の組合せが重要
* 各地に集積形成，企業化促進

* 地域の研究・人材育成機関と県・市町村が連携
・国立大学を地域の拠点に
・産学公連携で戦略的な研究開発

* 地域のライフスタイルのブランド化
・地域資源をベースにした技術と産業の振興

橋渡し

国立大学を地域の拠点に

ブランド化
地域資源

国内外の市場
産学連携

産学公連携

技術立国
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日本学術会議のHPから

技術立国
橋渡し

技術立国

産学官連携

ブランド化

地域資源

橋渡し

Keywords

人材育成



人材育成，産学官連携に関わる課題 その1

① 大学等の敷居が高い

② コーディネート機能が不十分，組織的対応の不足
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* 大学等で誰が何を研究しているのかの情報が不足

* どの企業がどういう事業をしているか理解していない(しない)

* コーディネート人材の不足，レベル向上(幅広い知識)が課題

* コーディネータの地位・重要性が認められない

高専への要望①

企業から気軽に・積極的にアプローチできる態勢を

研究者も企業現場に出る，現場にサイエンス (by Dr. Ouchi)

全県レベルでのコーディネータの系統的な育成

大学等の意識改革

コーディネータと各機関の信頼関係構築

施策

* コーディネータ機能の理解不足

研究者から企業への橋渡し役 (シーズを顕在化)

地域資源の発掘役 (ニーズをシーズに結びつける)

が必要
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人材育成，産学官連携に関わる課題 その2

③ 高付加価値型(研究開発型)企業の育成

④ 科学技術系人材の育成

* 大学等の研究シーズの技術移転，成功例が少ない

* 中小企業が多く，人材を割けない

* 上に立つ人

* 人を支える人

施策

高専への要望②

事業者・研究者・コーディネータともに強い意志が必要

様々な支援機関，支援プログラムの利用
(その前に支援機関の周知)

中小企業振興
条例施行



大学・高専の先生と以前から付き合いがあった

大学・高専の卒業生が社員にいた

行政や商工会議所等から紹介された

大学・高専のコーディネータに紹介された

大学が開催した企業向け技術発表会に参加して

大学・高専の先生から申し入れがあった

大学・高専のホームページを見て

テレビ，新聞，専門誌等で知った

その他

不明

産学官連携のきっかけ

【広島県の例 n=93】

連携のきっかけになった要因の上位

* 先生と以前から付き合いあり

* 卒業生が社員にいた

* 行政・商工会議所からの紹介

* コーディネータからの紹介

産学官連携は

人と人のつながりから
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斎藤尚樹 (科学技術・学術政策研究所)
「地域イノベーションシステム及び施策効果に関する調査研究」より
平成25年10月 第4回地域科学技術イノベーション推進委員会
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人と人のつながりによりネットワークができる ・・・ネットワーク，連携

・ 一人ではできない

・ 人とめぐり合うことが重要であり，話し合うことが重要

・ 組織的に動くことが重要

①「人ネットワークによる地域イノベーション創出」に係る
組織体制整備と人材の育成

「人ネットワーク・・・」は重要なことであるが，・・・

・ 同時に高専で共同教育に携わる「人材」の継続的な育成を

・・・補助事業終了とともに「人ネットワーク・・・」が終わらないように

・ URA的な専任職員の配置と組織体制整備

どのような組織・人材が期待されるのか ①

高専への要望 ①

教員の研究活動の質の向上を図るため，教員ととも
に研究活動の企画・マネジメント，研究成果の活用
促進等を行う専門職のこと (文部科学省)
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どのような組織・人材が期待されるのか ②

高専への要望 ②

・ ゼロから1を作る人材 → イノベーションのタネを作る

・ 1から10を作る人材は日本に多い

これまでの日本の工学・技術教育はここに注力

特に高専は地元に優れた技術者，設計者を数多く輩出

* リーダに意見を言える技術者・人材の育成

②地域のリーダとなる人材とサポート人材の育成

・・・教育でこのような人材を作り上げることができるか

・・・エバンジェリスト

・・・ビジョナリー

「人と人のつながり」の「人」をどう育成するか ・・・人材育成

・ 人の上に立てる人

* 知識，経験に裏打ちされた想像力のある人

* 牽引力のある人，影響力を与える人

・ 人を支える人

* 単に言われたことをきっちりやるだけの人ではなく，リーダに影響を与える

* 全体を俯瞰できる人



12

人ネットワークを秋田の元気の素にするために

人材育成と人ネットワークによる産学官連携

①「人ネットワークによる地域イノベーション創出」に係る
組織体制整備と人材の育成

②地域のリーダとなる人材とサポート人材の育成

・ 共同教育に携わる「人材」の継続的・組織的な育成を

・ リーダに意見を言える技術者・人材の育成

・ ゼロから1を作る人材



ご清聴ありがとうございました。
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秋田魁新報
2014.5.9

2040年に大潟村以外
全ての市町村で
20才~39才の女性が
現在の半分以下に．

2040年に秋田県の総
人口は70万人を切る．

人口減少
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96%

人口移動率が収束しない場合，20~30歳女性人口が
2010年から2040年で半分以下になる自治体比率

全体で 49.8%
秋田県では，96%

(25市町村中，大潟村以外の24市町村)

「若年女性半減」
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秋田魁新報
2013.11.27

2018年に米の生産調
整(減反政策)を廃止．

食料自給率目標
(現在50％)

→40％に下方修正
(2014. 5)

コメの生産調整廃止
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義平福 (よしひらふく)

2012年の「第10回全国和牛能力共進会」で，県有種雄牛「義平福」を父
に持つ牛が全国2位に入り県産牛への注目が高まる.
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秋田魁新報
2012.10.29



よしひらふく

義平福義平福

平成１８年４⽉１７⽇
秋田県羽後町で誕生

父 :「義安福」県有種雄牛
⺟ :「ふくかつ」

18



秋田魁新報
2014.8.26

全国学力テスト
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秋田魁新報
2014.5.13

医工連携
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全日本学生室内飛行
ロボットコンテスト
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http://flyingrobot.t.u-
tokyo.ac.jp/?page_id=1955

第10回大会が
2014. 9. 27/28に

東京都・大田区総合体育
館で開催．

第1位 第2位 第3位 第4位 第5位

第1回 飛行機部門(全17) 東京大学 東京大学 東京都立航空高専 東京大学大学院 帝京大学

第2回 飛行機タイプ(全18) 日本大学大学院 金沢工業大学 東京都立航空高専 日本工学院専門学校 都立航空工業高専

第3回 飛行機タイプ(全31) 秋田高専 中日本航空専門学校 金沢工業大学 National Formosa University (Taiwan)東京大学大学院

第4回 飛行機タイプ(全26) 秋田高専 秋田高専 金沢工業大学 中日本航空専門学校 神奈川工科大学

第5回 全48 秋田高専 大阪府立大学大学院 秋田高専 日本大学大学院 久留米工業高専

第6回 全49 秋田高専 神奈川工科大学 金沢工業大学 金沢工業大学 秋田高専

第7回 全50 神奈川工科大学 神奈川工科大学 秋田高専 中日本航空専門学校 秋田高専

第8回 全55 東京大学 秋田高専 名古屋大学大学院 秋田高専 秋田高専

第9回 自動制御部門 秋田高専 秋田高専 名古屋大学大学院 秋田高専 東京農工大学工学部

自動操縦部門(全21) 秋田高専 金沢工業大学 鳥取大学工学部 鳥取大学工学部 東京農工大学工学部

一般部門(全36) 東京大学 秋田高専 金沢工業大学 金沢工業大学 都立産業技術高専
第10回



秋田魁新報
2014.7.9

ロケット

秋田魁新報
2014.8.18
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秋田魁新報
2014.7.18

発酵技術

秋田魁新報
2014.6.25
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秋田蔵付分離酵母で造った純米酒シリーズ 全25銘柄

秋田蔵付分離酵母とは？
各蔵元が秋田県総合食品研究センターと共同で，酒蔵に古くから住み付いている酵母(家付き酵母とも言う)

を分離・選抜し，優良な酵母を永年の眠りから目覚めさせて，純粋培養したのが「秋田蔵付分離酵母」です．こ
の酵母は分離された酒蔵だけでしか使えないので，酒蔵の個性が充分に表現された酒を安定して造ることが
可能になりました．商品ラベルには、永年の眠りから目覚めた酵母の順番を記しています． (県のHPから) 24



秋田魁新報
2014. 4. 7

秋田舞妓

25



秋田魁新報
2014.9.27

国際教養大SGUに採択

文部科学省HPから
26

11 国際教養大学 公立 日本発ワールドクラスリベラルアーツカレッジ構想



秋田魁新報
2014.4.1

秋田大
国際資源学部新設
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秋田魁新報
2014.5.24

新エネルギー
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秋田魁新報
2014.6.21
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